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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
他の光送受信装置に含まれる他の光送受信部との間で、挿抜可能な光コネクタを介した光
伝送路により光信号を送受信する光送受信装置であって、前記光送受信装置は、電気信号
を光送信信号に変換する光送信部、受信光信号を電気信号に変換する光受信部、前記受信
光信号の光パワーに基づき前記光コネクタの接続状態を判定する光コネクタ接続状態判定
部、および、前記光コネクタ接続状態判定部の判定の結果、前記光コネクタが接続してい
ない場合、少なくとも１つのチャンネルの前記光送信信号を出力するように前記光送信部
を制御する送信チャンネル選定部を有することを特徴とする光送受信装置。
【請求項２】
請求項１に記載の光送受信装置において、前記光コネクタ接続状態判定部は、前記受信光
信号の光パワーが閾値以上の場合に前記光コネクタは接続していると判定することを特徴
とする光送受信装置。
【請求項３】
請求項１に記載の光送受信装置において、前記光コネクタ接続状態判定部の判定の結果、
前記光コネクタが接続していない場合、前記送信チャンネル選定部は、前記光送信信号を
出力する前記チャンネルを切り替えるように前記光送信部を制御することを特徴とする光
送受信装置。
【請求項４】
請求項１に記載の光送受信装置において、前記光コネクタが接続していない場合、前記送
信チャンネル選定部は、通常の光パワーより低い光パワーの前記光送信信号を出力するよ
うに前記光送信部を制御することを特徴とする光送受信装置。
【請求項５】
請求項３に記載の光送受信装置において、前記光コネクタが接続していない場合、前記送
信チャンネル選定部は、通常の光パワーより低い光パワーの前記光送信信号を出力するよ
うに前記光送信部を制御することを特徴とする光送受信装置。



(2) JP 2016-12827 A5 2016.10.6

【請求項６】
請求項３に記載の光送受信装置において、前記光コネクタが接続していない場合、前記送
信チャンネル選定部は、所定間隔で、前記光送信信号を出力する前記チャンネルの切り替
えるように前記光送信部を制御することを特徴とする光送受信装置。
【請求項７】
請求項１に記載の光送受信装置において、複数の前記他の光送受信装置にそれぞれ含まれ
る他の光送受信部との間で、複数の前記光伝送路により光信号を送受信する複数の光送受
信部を有することを特徴とする光送受信装置。
【請求項８】
請求項１に記載の光送受信装置において、前記光コネクタ接続状態判定部の判定の結果、
前記光コネクタが接続していない場合、前記光コネクタ接続状態判定部はアラーム信号を
出力することを特徴とする光送受信装置。
【請求項９】
請求項１に記載の光送受信装置において、通常光パワーレベルもしくはそれ以下の光送信
信号を出力する少なくとも１つのチャンネルを有する光接続検出用の光送受信部を備え、
前記光コネクタ接続状態判定部は、前記光接続検出用の光送受信部による、前記光コネク
タを介して光ループバックした受信光信号の光パワーに基づいて前記光コネクタの接続判
定することを特徴とする光送受信装置。
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